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幼保連携型認定こども園おおぼし保育園 

自己評価結果の報告の件 

 

 

令和７年度の自己評価については、「幼保連携型認定子ども園教育・保育要領」の各項目

に基づき行いました。保育教諭、看護師、栄養士、調理員、高齢者活躍推進員の計２０名で

行いました。以下はその結果の集計です。 

                            （単位：％） 

区  分 
十分理解し

実践できた  

理解し実践

できた 

普通にでき

た 

もう少し努

力が必要 

Ⅰ園の基本姿勢 

教育・保育理念や目標、こども園の社会的使

命、職員としての心構え 

57.7 35.3 7.0 0 

Ⅱ教育・保育要領 

１総則 

教育及び保育の基本並びに内容、指導計画の

作成と園児の理解に基づいた評価、特別な配慮

を必要とする園児への指導 

42.3 36.7 15.8 5.2 

２ねらい及び内容並びに配慮事項 

乳児期の園児・満１歳以上３歳未満児・３歳

以上の園児それぞれの保育に関するねらいと

内容、教育保育の実施に関する配慮事項 

38.3 37.0 21.7 3.0 

３健康及び安全 

健康状態や発育及び発達の常態の把握、環境

及び衛生管理、施設・設備等の安全確保「、地

域の関係機関との連携 

41.9 40.1 16.7 1.3 

４子育ての支援 

子育て支援全般に関わる事項、保護者に対す

る子育て支援、地域における子育て支援 

41.8 34.2 22.8 1.2 

 

認定こども園教育・保育要領の理解度及びその実践結果は、上表のとおりであった。 

令和６年度も引続き、当該要領の位置づけ及び内容について、園内研修を実施していくこ

ととします。 

【重点事項】 

①年齢毎の保育内容、ねらい対応結果等について 

②衛生管理健康管理について、看護師・栄養士とともに内容を再確認する 

③幼保小連携を含め保護者への対応について 


